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治療成績のばらつき
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退院時死亡率の推移
NRN Japan, 2003 ‐ 2008
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なにか足りない！
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効果が示されている導入手法

手法 文献 研究数

臨床監査とフィードバック
Jamtvedt
2006

118

卒後教育のための会議やワークショップ
Forsetlund

2009
81

現地における教育ワークショップ
O'Brien
2007

69

現場における主導者育成
Doumit
2007

12



診療の質向上プログラム

施設プロファイル

（組織的・診療的）

施設ワークショップ

（組織的・診療的）

行動計画

（自主的課題解決）

進捗状況の

フィードバック

人材強化



背景にある考え方（脱近代）
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